
経営の見える化実現する 5つのレポート 

板倉病院は、医事課の原田和徳課長が講演。薬剤管理指導料の見直しによる加算収

益増などについて解説しました。 

板倉病院の原田氏 

 薬剤管理指導料は、2つの視点で算定率の改善を進める方法が有効です。業務の集

約化▼業務の権限委譲▼人員体制の強化――などで薬剤管理指導に充てる時間を底上

げすることが 1つ。もう一つは、情報収集の効率化▼テンプレートの活用――などで

薬剤管理指導 1件当たりの時間を短縮することです（図表 6）。 

同院は、薬剤管理指導料の直近の算定件数を確認しつつ、上記のようなノウハウを

JHAstisのレポートから学び、大幅な薬剤師の業務見直しを実施。その結果、算定件

数が 1～3割増加したことで（図表 7）、年間換算で 200万円の収益増になっただけで

はなく、医療の質も向上させることにつながりました（図表 8）。 





 原田氏は JHAstisについて、「他病院と比較した自院の立ち位置を即座に把握する

ことで、『外』の変化を知り、新たな収益増を検討したり、次のステップへと進む経

営方針を決定したりすることができる」としました（図表 9）。 

https://www.hospital.or.jp/email/jhastis.html



